
　さぁ第 2ラウンドです ! これからも
ご支援・ご協力よろしくお願いします。
さて、いよいよ 6月 10日から、再選

された 5人に新人議員 7人が加わった、選挙後初
の定例議会が始まります。

「議会」は村づくりを話し合って予算等を決めていく重要な場（仕事）です。何人の議員が、
いったいどんな一般質問をするか大いに注目して行きましょう。

ごみ連協が提案している解決策

1. ごみ処理広域化計画の再出発に当たり、住民代表と専門家が参
加する「ゴミ問題再出発検討委員会」( 仮称 ) を設け、ごみ処理広域化基本計画
にまで立ち返って再検討すること。
2. 最優先にごみの減量化政策を行うこと。
3. 各自治体が対応しなければならない、生ごみ処理対策の計画立案と実践を。

～ごみ問題を行政・議会・住民みんなで解決するための提案～
　2月の住民アンケートで、北ア広域連合が建設する飯森新ゴミ焼却施設計画が白紙撤回されました。選挙で議員構成が
新しくなったのを機会に『ごみ処理施広域化計画に関する陳情書』を、下川議長に 5月 26日に提出しました。(裏面参照 )
また、同趣旨のものを太田村長に「要望書」として提出しました。
　なお、5/21 には広域連合議会に同趣旨の「陳情書」を、牛越広域連合長には「要望書」提出しました。

　大町市では、ごみ処理広域化の経過・ごみの現状についての説明と、市民から今後の方向性について意見を聞く「ごみ
処理広域化市民懇談会」が、5月 23日・30日に 6会場で実施されました。
　白馬村でも、こうした懇談会を開催し、議会に諮るだけでなく、村民の意見を活かして「白馬村としての今後の方向性」
を決めてほしいものです。

『ごみ処理広域化基本計画』では、平成 22 年度のごみ削減目標を平成 9年度比
15.2%としていますが、平成 18年度の実績では既にほぼ達成しています。
「用地選定」のことばかり言及していて、なぜ目標値を変更しないのか疑問です。
　 【大町・白馬・小谷3市村】

この計画でのごみ削減目標 (H17『基本計画』より )

・ 平成 22年度ごみ総排出量削減割合 
( 平成 9年度比 )  15.2%
→県HPよればすでに

平成 18年度 ( 平成 9年度比 ) 15.4%となっています !

新人議員
7人は

“村づく
り”のため

どんな“
質問”を

するのか
!?

白馬村議会定例会6/10に開会

新しい議会に「陳情書」提出 !

大町 ごみ問題の「市民懇談会」市が実施

なぜ？

用地選定 !

減量化の

減量目標変更
と具体策 !

急がない？なぜ
急ぐ !?

根本問題は
ゴミをどれだけ“減らす”かだ！

11-12 日は
「一般質問」傍聴に行こう！



6 月村議会は「ごみ問題」解決に向けた分岐点 !

皆様の一層のご支援をお願いいたします！
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　広域連合は「各市村で意見集約してもらってから今後の方針を決める」とし、大町市では「市民懇談会」を開催し、
市議会でも話し合う方針のようだが・・・。一方、白馬や小谷では？？どうやって「意見集約」するの？

　選挙で議員構成が新しくなった議会に『ごみ処理施広域化計画に関する陳情書』を、下川議長に 5月 26日に
提出しました。また、同趣旨のものを太田村長に「要望書」（内容はHPで公開）として提出しました。
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